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◆

◆

◆

◆

◆�Y�[���だけを��した��な�
システムで、��]な 
�ができます。I-V


��]は、
��メーカ£¤により¨©されます。

さらに、 でマルチメータを°±²³すれば、|}~]や¶]の
�も¸¹になります。GP-IB

マルチメータは~]
��1º、¶]
��4ºまでの°±ができます。

»¼½¾で、¿À¿ÀのÁ³
�が¸¹です。
��ÂÃÄとÆÇÃÄをÈ�して¿À
�をÊいます。


�ÌÍはÀÎに に¨Ïされます。 のÐÑExcel-Book (W32-R6246SOL3 )

スイープ
�のÕÖから、
�ステップØのÙaが¸¹です。
�ならÚい
�Ûとなってしまう����

Þßから���Yまでをàかく
�できます。 のÐÑ(W32-R6246SOL3 )

Excelâのã!äåから��に����のI-Væçの
�が¸¹になります。


�された�Y/�[ÛはèéにExcelシートにk�され、I-Vカーブがëかれ、「JIS C-8913」(ðñò¶)の

パラメータがô õにö�されます。

W32-R6246SOL3

フルオート
��¹により、æçのùúな����の
�も、ûÙなüýでô 
�ができます。

Isc/Vocモニター�¹により、ソーラーシミュレータのp���や、
�	の²³
�が��にできます。


�パラメータの�
25]aöÛのö�ができます。

【�ðは、W32-R6246SOL3だけの�¹です。】

ソーラーシミュレータのシャッター����ができます。 リレー²�やCOMポートからシャッター��をÊいます。

��
� ÁÀ
� スイープØÙa シャッター�� Isc/Vocモニター ¼���
�フルオート
���
�

��� !などの#�$����の
�に%&な��スイープによる
�ができます。

ô シーケンス )��¹

◆

◆

*	に+,した��４�.の
�üýを、/0
�できます。 ô シーケンス
� ページò¶( 26 )
DARK-IV OneSun
�、 
�、１ºでの4à
�、56º�パワー
�を/0
�できます。

8
�パラメータに の)�Ûを9�できます。 の
�Ûは:�で シートにk�されます。PASS/FAIL FAIL Excel

����

GPIB-USB`a�
Î;( )

�[

25.4560
DCV ACV

DCI ACI

25.4560
DCV ACV

DCI ACI

|}~]
�

GP-IB

¶]�

~]
��マルチメータ

¶]
��マルチメータ

アナログ��

ソーラーシュミレータ

４@C²³

または、２@C²³
»¼

»C

※1

※ ÎÕ、¼Þけ��がFGです。1
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ã!äå
����パラメータ�öÌÍ

まず��に、「��"の$%」と「GP-IBアドレス」を7�してください。

�Y �[/��Û/

の8スイープデータ

����のæç
�のIりJしL6

をÈ�します。 L(Max 9999 )

¿À
�をIりJすÐÑ、�ÂNOÀ

とÆÇNOÀ、Pび、¿Àの
�ÃR

SをÈ�します。

のÐÑ(W32-R6246SOL2/SOL3 )

Tいステップ Vいステップ

�Y(V)

�[(A)

���[(Isc)

���Y(Voc)

����(Wm)

ラグランジェ2XYRZ

によりö�されます。

����

 !�Y(Vm)

����

 !�[(Im)

HJKM(Rs)

UJKM
(Rsh)

[ 「 」「 」だけの�¹です。) W32-R6246SOL2 -SOL3

���� ��とACされるパラメータI-V ��MにステップUXYえが\�

��]^の_

２����／４����の��を�います。

�����を �します。

"�のGP-IBアドレスを �します。

kmpエネルギーをH²

キーk�するÐÑに]^

します。

このäåから、ö�する

パラメータをÈ�します。

ソーラーシュミレータを��する

ÐÑに]^します。

¶]�を��してkmp

エネルギーを�öするÐÑ

に]^します。

�[\]aöでの
�も]^

できます。
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４abcによる]e

�Y(V)

�[(A)

���[(Isc)

���Y(Voc)

���� ��のfghiI-V

②
①

③

⑤

⑥

④

pqな����I-V��の_

①スタート�Y ②ストップ�Y

Iscの�öのため、ゼロより
bしcさなÛ。 d eÛ=-0.1V

③ステップ�Y

スタート/ストップRが３０ijk]
になるようなステップ�YÛ

d� Ûよりbし�きなÛVoc
=Voc+0.1VdeÛ

④�m�[

d�される ÛよりIsc
bし�きめの�[Û

⑤ステップÃR

⑥niÃR

ÃR

�Y��
�[
�

I-V
�o}

��]^

●フルオート
��¹
・「q 」
スタート、ストップ、ステップrのk�üýを��して
�をÊいます。
・「sLô 」
tv²³されているソーラーセルのæçを
�し、8ての
�üý
をô õ9�し、ûÙな
�がÊわれます。IりJし
�をÊうÐÑ、
２Ly�zは、sLに{�したüýに|�され
�されます。
・「¿Lô 」
IりJし
�をÊうÐÑ、ûÙな
�üýに¿Lô õ9�します。

[ だけの�¹です。)W32-R6246SOL3
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'( /') を�り�えます。.0 .0

スイープスタート'(/')を9:します。

スイープストップ'(/')を9:します。

<ステップの>?@Aを9:します。
パルスE:のFHは、JKを9:します。

スイープスタート/ストップLの9:のMNを
 �します。

スイープをOQします。

����のI-V��のrc

>?@A >?@A

RS@A RS@A��TU※1
��TU※1

@A @A

H[�� パルス��

����の 
�をÊうÐÑはI-V
ここのチェックをÞけます。

[2 ����の
�では、�sに「����の
�」にチェックをÞけます。)

[1 ����の
�では、 の]^されたどちらか~�のチャンネルでの
�になります。) A/B

[3 ����の
�では、
��[の�çが����して シートにk�されます。) Excel

��するチャンネルを]�します。

^_'`ではスイープモードは、「 」にLIN

g�されます。

ステップ'(を9:し 。ます

�Y�[��タブを]^します。

スタート@のホールド@Aを9:します。

です。Max 3,600,000ms

qrは、 tuの "v5,000ms 6246 HOLD-TIME

を}~し、 q�は がカウントします。5,000ms PC

コンプライアンスの9:LのMNを]�します。

コンプライアンス（��）Lを9:します。

��のレンジは、ここで9:したLに�づき"

��の「BEST FIX」"vにより��されます。

�いまして、あまり�きなLを9:すると��L

のS�vが�rし、��Lの��を くします。

パルスE:を�う@チェックを¥けます。

パルスの@A§を9:します。

¨©パルス§は100usです。

パルスベース'(または')を9:します。

MNは、�¬のスタート，ストップLでのM

Nに®じます。

��のRS@Aを �します。

から、 の²³で �することを1PLC 10PLC

おµめします。

Excelへ9:する»¼にチェックをつけます。

^_'`の��では、¾¿L/��LのÀ

Áにチェックが¥いたÂÃにg�されÄÅ

できません。

スイープのÈÉでステップAÊをÄÅして、

２Ëスイープを�うときにチェックを¥けます。

「W32-R6246SOL2/SOL3」だけの"vです。

チェックを¥けると、スイープ²³の9:ÏÐ

がÑÒされます。(ÔÕÖ×ØÙ)

２ËスイープのÛÜを���にÝÞします。

もし、ÝÞせずにスイープをOQすると、

スイープáにâãäにÝÞを�い、そのÖ、

スイープがOQされます。 ÔÕÖ×ØÙ( )

※1��TU@Aは、「>?@A - RS@A」から、âãäに�まります・

��çèをExcelへ9:する@のMNを �し

ます。

��Ö、âãäにéêをë�するときに

チェックします。

���をリセットします。

^_'`の��îïをÄÅします。

ÔÕはÖ×をØÙください。

シーケンスãéを �します。
ÔÕは、Ö×。

��レンジを �します。
・「 」BEST.FIX
��Lをòえる１つ�のレンジにg�されます。
・「 」AUTO
オートレンジに �します。
・「 」「 」などMIN. 6mA MIN. 6V
ùLの]�Lを¨©レンジとするオートレンジ
モードです。
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úEするパラメータにチェックを¥けます。

ここに9:した'(Lにüýした')LをúEします。

ここに9:した')Lにüýした'(LをúEします。

þÿ�ÐRの9:MNを「 」、「 」で�り�えます。cm2 m2
')���úは、このMNを}~します。

ソーラシュミレータのE:を9:します。

ソーラシュミレータE:の9:MNを「mW/cm2」、「W/m2」
で�り�えます。

GP-IBで�	したÙ��を}~して9:エネルギーを
úEするFHに � します。

Ù��の��MN「Lux」を「mW/cm2」にÄ�する�ù
を9:します。

Ù��の
Þîïを �します。Ö×をØÙください。

9�エネルギーを��キー9:します。このLは、
そのまま、Ä����úのS�になります。

GP-IBで�	した���で����を�うFHに
チェックを¥けます。Ö×をØÙください。

「ë')でúE」と「')��でúE」の � を�います。
「ë')でúEは、ë�に��した'((V)、')(mA)、':(mW)をExcelに9:し、
「')��でúE」は、')��(mA/cm2)、':��(mW/cm2)で9:されます。(7ページØÙ)

ソーラーシミュレータを}~するFHに � します。

������rcのstu�

��ü�となるソーラーセルのパラメータの���ùが
�áに��しているFHは、そのパラメータの25��ú
LをúEすることができます。
�úできるパラメータは、「ISC/JSC」「VOC」「Pmax」「FF」
「η」だけです。

それぞれの���ùを9:します。
25��úの�ú�はr¬のとおりです。
25��úL = ��L + ���ù * ( �� �� - 25 )

シャッター��を�うFHにチェックを¥けます。ÔÕはÖ×(W32-R6246SOL3だけの"v)

^_'`の��Á�のÔÕを �します。

フルオート��をë�します。
「 ã」
スタート、ストップ、ステップなどのキー9:した��îïで��を�います。
「!"âã」
�	されている^_'`の�á��を�い、その^_'`の#$にHった&�な��îïを �し、
I-V��をOQします。��する^_'`の#$が'�で、��îïが�áに��できないFHに()
な"vです。,り-し��を�うFH、!"だけâã �がおこなわれ、２"¼q/は、!"に��した
��îïにg�され��が�われます。
「0"âã」
,り-し��を�うFH、0"âã �が�われます。
W32-R6246SOL3だけの"vです。

^_'`のIscとVocの��やモニターを�います。(W32-R6246SOL3だけの"vです。)
シャッタ��にチェックを¥けると、シャッターのO3も4ãします。

VocのモニターをOQ/56します。

IscのモニターをOQ/56します。
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81) ��9:Ö、その��çèを���;�のバッファメモリからþÞするのに?する@Aは、I-V

@でA 、 @でA 、 @でA 、 @でA 、 @でA です。50 0.55sec 100 1.06sec 500 4.9sec 1000 9.9sec 2000 19.9sec

そのÖ、さらにExcelにデータをCりDむ@Aを?します。

0F0Fの4	��を�うFHにチェックをつけます。
だけの"v(W32-R6246SOL2/SOL3 )

��を�うF¥を9:します。
]�したF¥のA、0F1つのBookがéGされ、その
Bookに��データが9:されます。
ÔÕは、Ö×をØÙください。

��を�う@AHを]�します。
0F��を�う@AHを]�します。

��と��の@AAÊを9:します。
スイープOQからIのスイープOQまでの@AAÊです。

0Fの��データの9:された の>KLフォルダBook
を9:します。

BookOのLPに¥けるヘッダを9:します。
データのRSに}~します。

��É、�Käに をバックアップ>KするFHにBook
チェックを¥けます。

��のF¥@Tを��データに¥Uします。

��データの9:ÁVを�り�えます。
7ページ��çèWをØÙください。

��してデータを9:Ö、Excel�のカーソルをどこへ
Xãするかを � します。

1"の��で、Y",り-し��を�うの]�をします。
¨� "まで,り-し��がZvです。9,999
r¬のý~ができます。
1.パラメータの@AäÄ[を\�する。
2.]ùのセルを^IC�えながら��する。
3.パラメータの��#$、Ù�#_を\�する。

スイープとスイープの`ち@Aを9:します。(Max 86,400s)
cdにすると、1"��ごとに、Iの��をf	するかの
ghÏÐがÑÒされます。
この@、��ijのC�えを�なうことができます。

このテキストボックスをダブルクリックすると50ステップで
nUできます。

,り-し��の@、パラメータの�úエラーが¾¿した
FH、そのエラーをpqして��をf	します。

「Ctri」Key+「Auto_Mode_Size」の�をクリックするとx{が
|}にÄわり、âãモードの@、VOC�からISC�へのス
イープへÄえることができます。
~は、ISC�からVOC�
へのスイープÁVです。

この�をダブルクリックするとâãモードの@のスイープ
データùを、20から40の²³でÄÅできます。

この���をダブルクリックして、âãモードを � します。
この３��のãéモードは、rêをØÙください。

ô モードの３つの !モードの�いについて

FF 0.7が、 qrの@ FFが、0.8áÖの@ FFが、0.8q�の@

DARK I-V��を�います。Mにダイオード#$を��し
ます。パラメータの�úは�いません。âãモードはp�
になります。

��スイープによる��を�います。
}�n��のような�"�^_'`で}~します。
(W32-R6246SOL2/SOL3だけの"v)
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��パラメータのv�wのfg
<パラメータに��îïを9:できます。��だけ、r�だけ、またはÀÁを9:します。
この��を�れたパラメータは、 シートに|}で9:されます。Excel

だけの"vです。W32-R6246SOL3

7/28

yり{し ��の|、}~のサンプル�のfgrcI-V

IりJしL6を２L�âに9�し、「Xの
�までの�ちÃR」を��にすると、¿L、 
�¿に/Ã��になり、ðñのようにサンプル�k�IV
äåが��されます。
ここで、サンプル�をk�すると、 シートにk�される
�データの��にサンプル�がk�されます。Excel

�サンプルを 
�ごとに�りaえて
�するときに��します。IV

��にする。

I-V
�のH	にðñのäåが��されます。

0"サンプルOを9:するFHはチェックを¥けます。

0"サンプルのþÿ�ÐRを9:するFHはチェックを¥けます。



8/28

����にチェックをつけたFHの
���の �ÏÐ
ÔÕは、19ページ「�����」の»
をØÙください。

「�
」にチェックをつけた�� 「�
���」を��し「����"」のu�を�う��

��した'(Lをルックスの
MNにÄ�する�ùを9:
します。
Lux = ( ��'( - B ) * A

����

GPIB-USB`a�
Î;( )

25.4560
DCV ACV

DCI ACI

25.4560
DCV ACV

DCI ACI

25.4560
DCV ACV

DCI ACI

25.4560
DCV ACV

DCI ACI

25.4560
DCV ACV

DCI ACI

|}~]
�

GP-IB

¶]�

¶]�

¶]�

¶]�

~]
��マルチメータ

¶]
��マルチメータ-1

¶]
��マルチメータ-2

¶]
��マルチメータ-2

¶]
��マルチメータ-2

アナログ��

アナログ��

アナログ��

アナログ��

４@C²³または、２@C²³

チェックをÞけると
9�äåが��されます。

ADC 7352AのÐÑ

ADC 7461P Pt100の ÐÑ

LF+EOI

CR/LF+EOI

F40 INIC1 DE0 TRS0

F44 PT0 IN1 TRS3

�

�

チェック�

チェック�り(*TRG)

チェック�

チェック�

Ù��は、¨�4�(2,3,4,5)まで}~Zvです。]ù�のÙ��を]�したFH、そのÙ��の��Lを
��[��してÙ�Lとして}~されます。ÔÕは、19ページ「�����」の»をØÙください。

※��の^�について
1.¨!に����を�います。
2.IにÙ��の��を�います。
3.¨Öに ��を�います。I-V

Ù�q�の��を�うことができます。そのFHは、「Ù���」の

x{�を「 」キーを�しながらクリックすると、「 」にÑÒが�わり、Shift OTHER
Ù���から��されます。このマルチメータは��して��の��が

Zvになります。 �をすべてÙ���から��して、��したマルチメー4
タとして}~がZvです。
１�のマルチメータから]ùのデータが、コンマで��られてÝÞされる
FHは、そのデータ�てのþÞができます。

①

①

①

②

②

②

③

③

③

④

④

④

⑤

⑤

⑤

9�Û

9�Û

r¬の �WØÙ



I-V��の����を�MでXりYえて��するrc [ 「 」だけの�¹です。) W32-R6246SOL2/SOL3

Tいステップ Vいステップ

'(.0/').0を �します。

¾¿LのMNを �します。

①スイープOQLを9:します。

②��AÊを�り�えるF¡を]�します。

③スイープ56Lを9:します。

① ② ③
④ ⑤

④スイープ¨!の��AÊを9:します。

⑤スイープÈÉで��AÊを��えÖの、��AÊを9:します。

このボタンをクリックすると、「E:îï」¥;に9:したLからスイープE:リストを

éGし、���;�のランダムスイープ§¨に©Ýします。

ª~に©Ýを«:すると、ボタンが|}になります。

��OQáに、このボタンをクリックしてください。

もし、このボタンをクリックしないで��をOQすると、��OQáに、E:リストが

âãäに���に©Ýされ、そのÖ、スイープ��がOQされます。

スイープステップをÕÖでÙりaえて
�するためには、「����の
�」にチェックをÞけ、「２���」にチェックをÞけてください。

��に}~するチャンネルを]�します。

「 」にg�されます。LIN

:

:


�のスイープによる


�ÌÍI-V ランダムスイープを��した


�ÌÍI-V
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[)「W32-R6246SOL2/SOL3」だけの�¹です。

ISC/VOCのÃRõ`�を��するには、ðñの��が��されています。
��� ����の��çを �するには、このISC/VOCのÁ³
�を�Âした¡、ソーラーシミュレータのシャッターをq で
OPEN/CLOSEします。 シ ャッターのOPEN/CLOSEによる��� ����のISC/VOC��çを
�できます。
ただし、ISCのサンプリングÃRR¢は、�£でも¤0.1¥k]になります。Á³
�ÃRの¦さはExcelの�ðÊに§¨するまで©³で
きます。ªえば、0.1¥R¢で、6,500¥©³できます。

����$�����の の���の ¡rcISC/VOC

����$�����のヒステリシスに¦�した§¨スイープ

����
�のチェックを¼します。

① データタブを]^します。Excel

③�m�[をk�します。

④
�«¬ÃRをゼロにします。

⑤niÃRを9�します。
�は、 に9�してください。1PLC

② Á³
�にチェックをÞけて、ISC
の]^、そして、
�L6ISC/VOC

をk�します。

�¬の「LIN(��)」または、
ここの「����」にチェックを¥けます。

��スイープの
�ÌÍ

��� !などの#�$����の 
�では、スイープ�®により¯なった カーブを�すÐÑがあります。このようなヒステリシスのI-V I-V
ある����では、 カーブを��
�でÊいたいÐÑがあります。I-V
��
�をÊったÐÑ、「Êき」のデータと「²り」のデータの³´Ûを��してパラメータをö�します。

�き/­りの��L
を}~したパラメータ

�き/­りのそれぞれ
のカーブからのパラメータ
�úçè

⑥¨µÃR 
�ÃRR¢ をk�します。( )
��、またはゼロをk�すると�£の
�R¢になります。
�£の
�R¢は、¤ L ¥k]です。10 /
グラフが のÐÑは、¤ L ¥k]です。ON 6 /

LIN( )�� を �します。
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��ª«による ��の¬­I-V [)「W32-R6246SOL3」だけの�¹です。

11/28

GP-IB

I-V
��Â¶·

¼Þけ��のデジタルk�を��します。

¼Þけ��へのデジタル¶·のk�に��して 
�を�Âすることができます。ÎÕ、¹ºのÈ�する¼���をご��いただくFGがあります。I-V

この��の&�は、「q 」、「sLô 」、「¿Lô 」から、ô»な]^ができることです。
フットスイッチの¶·、ip�からの¶·、シーケンサからの¶·などに��した
�の��が¼えられます。
ðñの²³��から]^してください。

フットスイッチ

r

MCIエンジニアリング�_(Ft_)
ユーザ�でご~�ください。

ダブルクリックで9:ポート�²をÄÅできます。

PCR-512GP½の¾@��

MCIエンジニアリング%PCR-512GPを��します。
PCR-512GPのINPORTk�にk�¶·をÀえると、
シャッタがオープンした¡、
�üýをô に9�し、
I-V
�をÁÊします。

OUTPORTINPORT

シャッターO3��

37

19

2

20

¾@のª
k� のÐÑINPORT-0

ピン�·

「 9:でスイープOQ」にチェックを¥けます。PCR-521GP


�チェックは¼しておいてください。



[)「W32-R6246SOL3」だけの�¹です。
ソーラーシュミレータのシャッター²³を�なう ��I-V

ソーラーシュミレータにシャッタ���¹がÄÅされ、

パソコンからのシャッタ��が¸¹なÐÑ、FG�c

mのp¶mÃRで 
�ができます。
�H	にI-V

シャッタをオープンし、
�ÇÇと�Ãにシャッタをク

ローズします。また、p¶mÃRはパソコンからの��

でô»に9�できるため、 
��]が
¨できます。I-V I-V
�

シャッタ� シャッタ�

p¶mÃR

シャッター����キット でシャッター��するÐÑ。(SKIT-01)

GP-IB

OUTPORTINPORT

シャッターO3��

GP-IB I/O BOX

¾@の��

GPIB I/O BOX

GP-IBケーブル

GPIB-USB`a�

PC USBの ポートへ


��ÂqÊã!ボタン

ソーラーシミュレータ
シャッター����

[)
シャッター����ケーブルの²³@Cは、
ソーラーシミュレータの%ËÊへおÌいÑわ ください。

ソフトウェアの9�

シャッター����をÊう9�


��ÂをqÊã!ボタンでÊう9�

GPIB I/O BOX DISP SW.のÎåの 9�
DISP SW. 4, 6, 7 ONの を
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[)Ïð�Ä%のソーラシミュレータのã!パネル
のOPEN/CLOSEは、Fず、CLOSE½に9�する。



GP-IB

GP-IB

I-V
�

RS-232Cによるシャッタ��

シャッタ� シャッタ�

p¶mÃR

「シャッター��」にチェック
を¥けると、I-V��@に
シャッタ��が�なわれます。

「シャッター��」にチェック
を¥けると、I-V��@に
シャッタ��が�なわれます。

ソーラシュミレータと�	した ポート�²を �します。RS232C

34970A GP-IBの アドレスを �します。

シャッタオープン]ÒをEしてから ��をOQするまでのTU@AをI-V
9:します。シャッタのオープンãéがTいFHに、シャッタが«�に
オープンするまでの@A³´をします。

シャッタオープン]ÒをEしてから ��をOQするまでのTU@AをI-V
9:します。シャッタのオープンãéがTいFHに、シャッタが«�に
オープンするまでの@A³´をします。

I-V��9:Ö、シャッタクロース]ÒをEすまでのTU@Aを9:します。

I-V��9:Ö、シャッタクロース]ÒをEすまでのTU@Aを9:します。

ÑÀipº%ソーラーシミュレータを、 でシャッター��するÐÑ。RS-232C

AgilentTechnologies 34970Aº のリレーボックスを��してシャッタ��をÊうÐÑ。

Asahi Spectraを � します。

Agilent34970Aを � します。

34903Aアクチュエータモジュールのリレー�²を9:します。

Agilent Technologies�_
34970A ( 001 DMM ) * 1オプション ;º »�
34903A (20ch ) * 1アクチュエータ
ユーザ�でご~�ください。

300V,1A(50W)

34903A (20ch )アクチュエータ

ソーラーシミュレータ
のシャッターへ

��のスロットN¼に½¾します。

CM NO
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12.345

ここをÓしながら、Ôを�ける。

Ôを�ける。

ソーラーシミュレータのシャッタ¬´²³の「 」µerc34903A

34903A

① のÔを�ける34903A

②シャッター²³ケーブルを¾@する

シャッター
��k�へ

シャッター
��k�へ

シャッター
��k�へ

③34970A�ÕへÄÖする。

④ソフト½の9�

CH01の
「 」、「 」Rに¾@する。CM NO

34903Aは、/�âの
スロットにØkし、
ðの２つのスロットは
�きにする。

Agilent34970A を]^

GPIB Address 16は、 を]^

Relay Ch 1は、 を]^

チェックをÞける。

[)Ïð�Ä%のソーラシミュレータのã!パネル
のOPEN/CLOSEは、Fず、CLOSE½に9�する。

GP-IB

Agilent Technologies�_
34970A ( 001 DMM ) * 1オプション ;º »�
34903A (20ch ) * 1アクチュエータ
ユーザ�でご~�ください。

300V,1A(50W)

Ú�Ûは
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GP-IB

GP-IB

「シャッター��」にチェック
を¥けると、I-V��@に
シャッタ��が�なわれます。

「シャッター��」にチェック
を¥けると、I-V��@に
シャッタ��が�なわれます。

PCR-512GP GP-IBの アドレスを �します。

7461P GP-IBの アドレスを �します。

シャッタオープン]ÒをEしてから ��をOQするまでのTU@AをI-V
9:します。シャッタのオープンãéがTいFHに、シャッタが«�に
オープンするまでの@A³´をします。

シャッタオープン]ÒをEしてから ��をOQするまでのTU@AをI-V
9:します。シャッタのオープンãéがTいFHに、シャッタが«�に
オープンするまでの@A³´をします。

I-V��9:Ö、シャッタクロース]ÒをEすまでのTU@Aを9:します。

I-V��9:Ö、シャッタクロース]ÒをEすまでのTU@Aを9:します。

MCI PCR-521GPエンジニアリングº のリレーボックスを��してシャッタ��をÊうÐÑ。

ADC 7461Pº のデジタル��を��してシャッタ��をÊうÐÑ。

MCI PCR-512GPを � します。

ADC 7461Pを � します。

PCR-512GPのE:リレー�²を9:します。

DC60V,2A(120W)

7461P¿Ð

2pin-6pin

2pin

6pin

15/28




�の
�データのk�ª

「
�Ûをð�®へk�」にチェックを
つけたÐÑのk�ª

「^_'`の��」のDARK I-Vにチェックを¥けたFHの、
ダークI-V��çè。

「Á�[でö�」と
「�[\]でö�」
の
�ÌÍのª
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�される ブックの��Excel

" �のヘッダ" + "_" + ��� + "_" + ��� + ". "Book xls

·¸の¹º��を�う��

「0F、,-し��を�う」にチェックをつけたFH。
1.スタートすると、r¬の Oで、ÀÁOかれている のOáがÄÅされたÖ、]�された@Tまで`ちÂÃになります。Book Book
2.]�@Tになると、âãäに��がOQされます。��データは、 シートのrÁVに9:されて�きます。Excel
3.]�された9:@Tになると または、 シートの¨r�にÂÃする と、そのFの��をâãäに9:し、 を>Kし3じます。( Excel ) Book
4. を3じたÖ、�ちにÄしい をâãäにéGし、IのFの��OQまで`"します。Book Book
5.このように、「 」から「4」を,-し、9:F¥の9:@Tになると���を9:します。2

17/28



»¼シーケンス��

âãシーケンス��は、�áにÅÆした]ùの��îïを、ÇÈ��で��をë�する"vです。
¨�４つの��îïをÅÆできます。
Wえば、「Ê¨ ��」、「Ë¨ ��」、「 ��」のそれぞれのîïをÅÆし、この３つの��をÇÈして��がZvになります。DARK-IV DARK-IV OneSun IV

12.345

12.345

12.345

【»¼シーケンス��の�¿_】

STEP-1

STEP-2

STEP-3

�[ゼロÞßだけのVÝのDARK-IV
�をÊいます。
シャッター��はOFFにします。

��[のTÝのDARK-IV
�をÊいます。
シャッター��はOFFにします。

ONE-SUNのIV
�をÊいます。
シャッター��はONにします。


�ÌÍ
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âãシーケンス
��モードを
ON/OFFします。

âãシーケンス��をOQします。

ÀÁë�Éの��OがÑÒされます。

��O(��îïのファイルO)のÑÒ

��のÅÆ。
Ì�ÏÐに9:されている�ての��îïを、ファイルOを¥け
てÅÆします。
このボタンをクリックしたとき、ÌÏÐにÑÒされている��îïが
pîïにÅÆされます。

ÅÆした��を»�します。

この��をOQするáの`ち@Aを9:します。
MNは、Íです。
cdのFHは、��áにダイアログがÑÒされ、f	 の(Y/N)
ghが�われます。

r¬に9:した��îïでM¾の��を�います。
9:した��îïで��がªしく�われるかのghをします。
âãシーケンス��をOQするためには、Ï�の「ＳＥＱ ＳＴＡＲＴ」をクリックします。

ÅÆされている��îïをÖみDんで、Ì�のîïÏÐに
ÑÒされます。
îïをØªして、ÅÆボタンでÙÅÆできます。

âãシーケンス��;Úの>K/ÖDを�います。

»¼シーケンス��のrc

âãシーケンス��スタートボタン

この§¨に、��îïをÅÆします。
¨�４��の��îïがÅÆできます。
iÛîïがÅÆしてない§¨は、スキップします。

STEP-1

STEP-2

STEP-3

STEP-4

��îïÅÆボタン
クリックすると、ÀÁの��îïがÅÆされます
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「������」を
�します。

��を��します。

.0Á�をr¬からÜ�します。

・HIS(ヒステリシス) ・ LIN ・LOG

・LIN(��) ・LOG(��)

ÔÕはÖÞをØÙください。

スタート/ストップßの9:LのMNを]�

します。

.0のスタートLを9:します。E:のレン

ジは、「BEST FIX」が}~されます。

.0のストップLを9:します。

HIS「 」を �したFHは、r�ストップLを

9:します。

「 」を �した@、.0の��ストップLHIS

を9:します。

このdは「 」を �したときだけÑÒされHIS

ます。

E:Á�をr¬の;からÜ�します。

「'(.0」「').0」

「'(g�.0」「g�').0」

E:するチャンネル(à.0チャンネル)を]�

します。

2チャンネルá@.0する@にチェックします。

コンプライアンスの9:LのMNを]�します。

コンプライアンス（��）Lを9:します。

��のレンジは、ここで9:したLに�づき"

��の「BEST FIX」"vにより��されます。

�いまして、あまり�きなLを9:すると��L

のS�vが�rし、��Lの��を くします。

パルスE:を�う@チェックを¥けます。

パルスの@A§を9:します。

¨©パルス§は100usです。

パルスベース'(または')を9:します。

MNは、�¬のスタート，ストップLでのM

Nに®じます。

①�� ��のÃÄ/

ÅÆhiのu�

â.0チャンネルの.0îïを9:するとき

にクリックします。

※1

îïを9:するスイープîïを �します。

これら<îïは「 」ボタンにより、4	START

äにë�されます。 < îïの��çèはシ

ートをSけて9:されます。

ãのÔÕ �を9:します。

tページr�のä�をØÙください。

ÀÁ �Éの��îïを��にします。

①�Y/�[の��
���のスイープ"vを)~して、'(-')#$を��します。 < チャンネルごとに、

r¬の4つの"vをサポートしています。 r ¬"vは、<チャンネル��に �がZv

で、チャンネルAのáKをとってE:します。

1.DCåびパルス'(スイープ

2.DCåびパルス')スイープ

3.DCåびパルスのg�'(スイープ

4.DCåびパルスのg�')スイープ

②Excelデータ
Excelシートにキー9:したデータを1çづつE:します。E:と��をá@に�います。
<チャンネルS々のLをáKをCりながらE:できます。��Lは、リアルタイムにExcel
にCりDまれます。'(/')åびDC/パルスのÜ�がZvです。
また、��Lが]�²³を�れるとâãäに��を56させることもZvです。

③ランダム��
Excelシートにキー9:したデータを���tuのランダムメモリにCりDみます。
ランダムメモリにCりDんだデータを}~して、2チャンネルAのáKをCってランダムスイ
ープを�います。

�ソフトは、ðñの3つの
��Zがあります。
yõにÑった�Þの
��Zを]^してください。

ÈÉÊË �sに「4à」を]^し、

��の!Zと、その
GP-IBアドレスを9�し
てください。

①

②

③

��îïを>Kします。

��îïをÖみDみます。

��をOQします。

「'(').0」タブを �しておきます。

����Ì�の２チャンネルÏ|I-V��のrc
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��のRS@Aを �します。

��çèをExcelへ9:する@のMNを �します。

��îïを、��データとá@に に9:します。Excel

��hiのu�

��Ö、âãäにéêをë�するときにチェ

ックします。 チ ェックを¥けたとき、r¬のé

êîïÏÐがÑÒされますから、éê/�ê

にéêするデータを]�します。

êに]�した��データがCëされないと、

éêは�われません。 ま た、「 」「 」MAX MIN

のdがcdのFHは、オートスケールでéê

されます。

Excelへ9:する»¼にチェックをつけます。

,-し"ùが2"q�に �されているFHは、¾¿

L/��LのÀÁにチェックが¥いたÂÃにg�され

ÄÅできません。

.0の「ステップ')/'(」または「ステッ

プù」を9:します。スイープステップùの

¨���çùは、「2048」です。

.0のストップLの9:Á�を��えます。

「HIS」が �されたときは、「ステップ'(/

')」だけ、「LOG」が �されたときは、

「ステップù」だけのg�となります。

スイープ@、<ステップでのE:レベルを>

?する@Aを9:します。パルスE:が

�されたFHは、「パルスJK」になります。

スイープスタート@の、¨!のホールド@A

を9:します。 Ô Õは、R6245/46「Cìä

�í」の「スイープ��」の»をØÙrさい。

�����を、ファイルに� します。

����のファイルを"きます。

,り-すスイープ"ùを �します。

¨�"ùは15"です。

,-"ùが２"q�に �されるとÑÒされ

ます。

��の,-ごとに、��OQのghが�われ

ます。 ,-��で��ごとにî��ïをCり

�えるð?がëるFHにチェックを¥けると(

)です。

,-しスイープ��で、スイープAの`ち@A

を9:します。

$%する'(の)*の��

'(で,�した

GP-IBアドレス

2���	／4���	を�り�えます。

「'(').0」のFHだけ&ý。

��で、コンプラアンス、または、レンジ

オーバの¾¿したデータは、pîïで

Excelにcdで9:されます。

チェックがついていないFHは、そのñ

�、òóがÑÒされます。

��Ö、âãäにExcel�のカーソルを、

IのデータCりDみN¼へすすめます。

Äしい��Lが、áの��データに�

íきしないようにするために}~します。

'(.0とランダム.0の@に"vします。

A/BAのCOMMONをON/OFFします。
~は、OFFで}~します。

LO-GUARDのON/OFFを �します。
~は、ONで}~します。

インターロックのON/OFFを �します。


~は、OFFで}~します。

フィックスチャを}~し、ôを3めないと

E:がONにならないようにするFH、

ONに �します。

※1「st」のfg

@々の��データのヘッダÛÜによるデータの&ªを�õ

します。

ただし、スイープãéでスイープ`ちÉに、この»¼がöE

されたFH、ここでの �はpqされ��ãéはÉõされ

ます。

E:のý÷$をSLOWにします。
~はFASTで}~します。

]ùのîïでの��を�ったFH、

<îï0の��çèが、S々のシート

に9:されます。シートùが'øしてい

るFHは、âãäにシートがéGされます。

��リレーボックス の9:��PCR-512GP
のÞ²でスイープをOQします。

¾¿L ��Lに¥ùして、��@AAÊを へ/ Excel
9:します。
この@Aは、���のúû�、ù のüýをþい100us
ます。
また、>?@AとáÇの@AAÊになると�りません。

��レンジを �します。
・「 」BEST.FIX
��Lをòえる１つ�のレンジにg�されます。
・「 」AUTO
オートレンジに �します。
・「 」「 」などMIN. 6mA MIN. 6V
ùLの]�Lを¨©レンジとするオートレンジ
モードです。
２チャンネルのáK��を�うFH、 レンジをAUTO
]�すると、チャンネルAのáKがとれないFHがあ
ります。

Excelシート�のグラフサイズの�きさを³´します。デフォルトでéêされるサイズにüして��または�©します。
デフォルトのグラフサイズは、 のバージョンや、ディスプレーのサイズにより�なります。Excel
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スイープÐÑÒの「モード」のÊË

HIS LIN

LIN(��)

LOG

LOG(��)

スタートL スタートL

スタートL

スタートL

スタートL

�ストップL

rストップL

ストップL

ストップL

ストップL

ストップL

この@Aは、E:ONのÂÃで
A0.7sec+αのA、>?される。
αは、!"のスイープデータを
パソコンにCDむ@Aで、ステ
ップùが�きくなるに�って、
�くなります。

��]^が シートにfgされた_Excel

「��îïをExcelへ9:」に

チェックを¥けたFHに、��

�の �îïが9:されます。

この�SにスイープÖの��データ

が9:されます。

スイープを4",り-したFHのW。

２チャンネルá@スイープのFHは、

もう１つのチャンネルのデータが、

ここに9:されます。

「 」モードでの
�ÌÍªHIS

81) ��9:Ö、その��çèを���;�のバッファメモリからþÞするのに?する@Aは、I-V

@でA 、 @でA 、 @でA 、 @でA 、 @でA です。50 0.55sec 100 1.06sec 500 4.9sec 1000 9.9sec 2000 19.9sec

そのÖ、さらにExcelにデータをCりDむ@Aを?します。
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②ExcelØのデータをCgし、��する。

E:åび��をOQします。

]�された]�N¼のデータから^IrÁVにデータがE:され、

その��çèがÀÁのカーソルN¼に9:されます。 cdになる

か、「STOP」ボタンがクリックされると9:します。A,BÀチャンネルの

E:のFH、ÀÁがcdになると9:します。

「E:N¼」ボタンØÙ

この「Excelデータ」タブが � されている

@に「ＳＴＡＲＴ」をクリックすると、Excel�

のデータのE:が�われます。

Excel�のデータを'(としてE:する

か、')としてE:するかを �します。

'(E:する@は、��')を9:し

')E:する@は、��'(を9:し

ます。

パルスE:のFH、ここでの��Lの9

:Lが、��のレンジ �L(BEST.FIX)

となりますから、����をあげるために、

コンプライアンスの¾¿しない²³で、でき

る�り©さなLを9:してください。

DCE:のFH、「 」にチェMANU.RANGE

ックが¥いていないFH、「AUTO」レンジ

で��が�われ、「 」にチMANU.RANGE

ェックが¥いているFH、「 」レンBEST.FIX

ジで��が�われます。

E:を9:した@、E:をOFFにします。

��のRS@Aを �します。

�( ')のE:Öの��までのTU@A/

を9:します。

��の@AAÊは、このTU@Aと��に

?する@Aで�まります。

')または'(の��を�う@、チェック

します。

��çèをExcelへ9:する@のMNを �

します。このMNは、「 」にチェMANU.RANGE

ックを¥けたFH、 �でのレンジ]�LExcel

のMNとしても}~されます。

E:をÉõします。

Excel�のデータをE:する@のMNを

 �します。 Excel�のデータが「１００」

で、「ｍ 」を �すると、100mVがE:

されます。

E:データが~にÏÐにÑÒされるように、

Excelシートをスクロールします。

��をフリーランÂÃで�います。

DCE:のFH、tuの��"vq�に、��

にGP-IBで�	したマルチメータßの��Lを

á@にCりDむことができます。

ÔÕは、Ö×をØÙください。

E:するデータLPN¼を]�します。

Excel�のカーソルをE:したいLPN¼に¼い

てこのボタンをクリックします。 rのテ キストボック

スに、カーソルN¼が9:されます。 テキストボッ

クスへは、��、 9:することはできません。

さらに、��ë�の「 」にチェックがMANU.RANGE

¥いているFH、E:N¼のÏ�のセルN¼が

「��レンジN¼」としてâã �されます。

パルスE:を�います。

パルスE:にチェックを¥けると、パルス§

9:dがÑÒされます。2msq�で9:して

ください。

*	に にk�した�� リストに�づき から リアルタイムExcelシートâ データ R6245/46 の�Yまたは�[Ûとして

に��します。�Ãに
�ÌÍを�àみます。 マ ルチメータなどâの
��からのデータも�Ãに�àむことが

できます。 AまたはBチャンネルの��をとって��します。また��チャンネルでの��も¸¹です。

E:するチャンネルをチェックします。

A,BチャンネルのÑÒを��えます。

「MANU.RANGE」にチェックを¥けると、<E

:L0に��レンジを]�することができます。

��レンジLは、 �のE:LのÏ�セルExcel

に、E:Lと べて9:します。ここで9:した

レンジLは、そのまま、 の��LとしR6245/46

て �され、��レンジは「 」に �BEST.FIX

されます。 す なわち、 �に9:したレンジExcel

Lをòえる¨も
いレンジにg�されて��が

�われます。 � いまして、「 」にMANU.RANGE

チェックを¥けたFH、「��')/��'(」

dに9:したLはpqされます。

�のレンジLは、ÈÉにcdがあるFHExcel

は、１つáのレンジLを�?します。

ExcelデータCgモード

ポーズÉに��になります。

クリックする0に、１ステップづつ�みます。

ポーズを��すると、4	��に­ります。

56îïを9:します。

ここに9:した²³を��Lが�れると、âãä

��をÉõします。

cdのFHは、âã56は�われません。

��した'(または')Lから
�Lを

úEするFHにチェックを¥けます。

��OQからの��@AもExcelに9:

します。

E:Lも、��Lに べて シートへExcel

9:します。éêしやすくなります。

ポーズ@、E:をゼロLに �します。

��ijをCり�えるð?があるFHに

()です。
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Excel ( )シートへのCgwのfg_ ��がオートレンジの��

Excel ( )シートへのCgwのfg_ ��がマニュアルレンジの��

A/B Excel ( )àチャンネルの シートへのCgwのfg_ ��がマニュアルレンジの��

このように、��áにExcelシートにE:Lリストを9:します。

9:Ö、「E:N¼]�」でセルN¼'B3'を]�します。

áÇE:Lを,-しE:するFHは、E:LのÖろに�È�

でその,-ùを]�します。

Excel ExcelシートのE:を�うためには、��áにE:リストを シートに9:するð?があります。E:LのÖろに�È�で,-しE:"ùを]�できます。

��にマニュアルレンジを]�したFH、そのすぐÏに��レンジLを9:します。そのレンジLのMNは、「��MN」で]�したMNです。

ÀチャンネルE:のFH、Àチャンネルのセルがcdになった@、��を9:します。 ま た、�È�でE:,-し"ùを]�するFH、áÇ�では、A/B

Àチャンネルáじ,-し"ùを]�するð?があります。�なった,-し"ùを]�すると、�きいほうの,-し"ùが�~されます・A/B

��çèが9:されたW

��çèが9:されたW

��çèが9:されたW

このように、��áにExcelシートにE:Lリストを9:します。

9:Ö、「E:N¼]�」でセルN¼'B3'を]�します。

E:LのすぐÏの�には、��レンジLを9:します。

このように、��áにExcelシートにE:Lリストを9:します。

9:Ö、Aチャンネル「E:N¼]�」にセルN¼'B3'を]�し、

Bチャンネル「E:N¼]�」にセルN¼'D3'を]�します。

<チャンネルのE:LのすぐÏの�には、��レンジLを9:します。
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²³ª

����" マルチメータ� のu�rc( )

�����とはGP-IBでパソコンと�	されているð?があります。(rê)
�����からÝられてくるデータのフォーマットは、ASCIIであり、]ùのデータのFH(Max10@)、データAはコンマで��られているð?があります。
8)�ての���との
Þを>�するものではありません。

もし、�����からデータをþけCる@、クエリーコマンドを�áにÝÞするð?がある@、ここにÝÞする
クエリコマンドを9:します。ほとんどのFH、cdでOKです。
もし、マルチメータがSCPIコマンド®�のものでしたら、r¬のコマンドのどれかが}~されます。
:READ?       :FETCH?     :MEAS?

�����のデータþÞ@にトリガがð?な@、チェックをつけます。

�����のGP-IBアドレスを �します。

CりDんだデータに、r¬�úを�ったÖ、Excelへ9:します。
Excelへの9:L = ( ���データ - B ) * A

ヘッダとしてExcelへ9:する�»をここに9:します。
cdのFH、「�����」が9:されます。

��OQáに、���にÝÞするコマンドがあるFHは、ここに9:します。 ファンクションやレンジ��えのコマンド
を9:します。 
~はcdです。

���のデリミタを �します。
~は、LF+EOIです。

「GET」,「"*TRG"」,「��コマンド」からトリガのÁ�を � します。

~は、「GET」の � をします。
「��コマンド」を � したFHは、トリガコマンドをテキストボックスに9:します。

�����のデータに�ú��を�うときにチェックします。
]ùのデータがþÞされたFHは、その�てのデータに、r¬に9:した�úが�われます。

�����のデータをùLとしてìうか、x{しとてìうかの �を�ないます。


~は、「ùLデータ」に �します。

�����から]ùのデータがÝÞされるFH、データの��りx{を]�します。

Ç�äには、「コンマ」が}~されます。

GP-IB

¼�
��

¼�
��

 �する������²を �します。

12.34    9.9999
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��E:する@は、��')を9:し

')E:する@は、��'(を9:し

ます。

ここでの��Lの9:Lが、��のレンジ

 �Lとなりますから、����をあげる

ために、コンプライアンスの¾¿しない²³

で、できる�り©さなLを9:してください。

��のRS@Aを �します。

A,B 。の,�チャンネルを78えます

「ランダム 」タブが � されている@に「ＳＴＡＲＴ」��

をクリックすると、 �したîïに�ずきランダムスイー

ープをë�し、その��çèをExcel�にCDみます。

CDデータは、ÀÁのカーソルN¼からrÁVにVか

って9:されます。ランダムスイープをOQするまえに、

ランダムメモリ§¨にデータをCりDんでおくð?があ

ります。

Excelシートより、'(LとしてCりDむか、')

LとしてCりDむかを � します。

CりDむデータのMNを �します。

Wえば、Excel�のデータが「100」で「mA」

を �したFH、100mAとしてCりDまれ

ます。

Excel�のÀÁのカーソルN¼からrÁV

にデータのCりDみをOQします。

セルがcdになるか、2048@になると、

CりDみを9:します。

CりDんだçèは、rのE:��に� 

されます。

「START」によりE:するメモリのE:��²³

を9:します。

「E:��」で �された²³のデータの

ランダムスイープをOQします。

「CDOQ」でデータをCりDんだ@のr¬

のîïをÄÅしてはいけません。

・'(として/')として

・��'(('))

ExcelシートにCりDむデータ»¼にチェックを

つけます。

��LをExcelへ9:するときのMNを �

します。

スイープ@、<ステップでのE:レベル

を>?する@Aを9:します。パルスE

:が]�されたFHは、「パルスJK」に

なります。

パルスE:を�う@チェックを¥けます。

パルスの@A§を9:します。

¨©パルス§は100usです。

8)!$をまたがったパルスE:を�うとき

は、¨©パルス§4ms/パルスJK8msと

なります。

パルスベース'(または')を9:します。

1.ExcelシートâのデータをR6245/46のランダムメモリ(MAX 2048)にダウンロードします。

2.ランダムメモリäÝのデータを��して、ランダムスイープ��します。A,Båチャンネル�Ã��が¸¹です。

<チャンネル0にE:のON/OFFを �

します。

��スイープするとき、チェックします。

âãéêをONにします。

ランダムスイープã�_

Achのランダムスイープ
ë�çèが9:されたW

Bchのランダムスイープ
ë�çèが9:されたW

Achのランダムメモリにダウンロードしたデータ。
áじùLが]ù@あるFHは、その@ùを
カッコでÑ¬できます。

5 20Wえば、 が @ ぶFHは、
5(20)
と9:できます。

Bchのランダムメモリにダウンロードしたデータ。
áじùLが]ù@あるFHは、その@ùを
カッコでÑ¬できます。

5 20Wえば、 が @ ぶFHは、
5(20)
と9:できます。

③Excelデータをランダムメモリにäå、Cgと��を�う

ExcelØのデータをランダムスイープとしてCg

��レンジを]�します。

��データに、@Aデータ $�L を¥Uして( )
へ9:します。 ù のüýを%みます。Excel ( 100us )
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4����での!#$%&'

DUT

DUT

GUARD

GUARD

���;�のß)"*
���;�のß)"*

°ñ

サンプリングのタイミングについて

niÃR

niÃR
niÃR

ステップÃR
(¨µÃR)

DC�� パルス��

パルス|�

パルスØ

100us

サンプル・ホールド(SAMP.HOLD)
のFHは、~にここでサンプリング
します。

パルスØが4ms�ð、またはパルス|�が8ms�ðでパルス��Ãの[�*æ

1.プラスLからマイナスL、または、マイナスLからプラスLへゼロをまたいでの.0を�うFH、パルスJK8msq�、パルス§4msq�となります。

2.マイナスLだけでのスイープまたは、プラス�だけでのスイープを�うとき、ベースLをE:Lとは,!$Lを �したFHパルスJK8msq�、

パルス§4msq�となります。

500us|�

A

LO-GUARD

SMU A-ch

GUARD

HI-OUT

LO-OUT

HI-SENSE

LO-SENSE

HI-OPERATE

LO-OPERATE

V

6246 A½の４@C¾@ª
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ni! `a�のniÃRは、 の�çを��します。A/D 'PLC'

é�|ê6 のëìです。Power Line Cycle( )

このÃRは、 `a�C�のコンデンサをí�するÃRです。A/D

は、é�|ê6の1|�iのÃRです。1PLC

îÝでは、 、 îÝでは、 を�します。50Hz 20ms 60Hz 16.7ms


��]にðñをPぼすノイズGAのôどは、é�|ê6の�6õの|ê6の¼ö�Yです。

の�6õのniをÊうことによりノイズGAの÷くをøùできます。PLC

�しい�Y

ノイズúi é�|ê6úi( )1PLC

A/D`a�には、「ûXüý!」と「ni!」があり、�ソフトがサポートする�Y�[���は、「ni!」を
��して
�がÊわれます。

`a£]が£いため、þÃの�Y
�が¸¹。

�YのþÃÛを
�することがyõ。

オシロスコープや、 `aボードなどに��される。A/D

`a£]は«い。

ノイズのðñをÿけにくいため��した
�が¸¹。

デジタルマルチメータ、KM�、�c�Y�[�など

に��される。

k�¶·
k�¶·

D/A`a�

�YüýL�

【�Ë】
コンデンサにí�して、��するÃRを�る

①ni! `a�A/D

niL�

②ûXüý! `a�A/D

【�Ë】
C� `a�とのüýにより
�する。D/A

A/DçY"について

èé|�「 」とはPLC

フルオート��とは

ì�íî の�ARs/Rsh

「q 」、「sLô 」
での
�o}のd!

「¿Lô 」
での
�o}のd!

V

I
この²³の-�の.きから�úされる �
� (Rsh)の¨�Lが$�Lとして�~されます。

この²³の-�の.きから�úされる��
�(Rs)の¨©Lが$�Lとして�~されます。
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